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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本研究課題は，オープンソース開発におけるコミュニケーション遅延軽減・解消のための支援技術を構築すること

を目的としている．具体的には，①プロジェクト管理者がプロジェクト内で発生するコミュニケーション遅延を検出

するための分析手法，②現在従事しているタスクに関連する開発者の内，タイムリーに議論が行える開発者を推定す

る手法，③推定した開発者とタスクとの関係を地理的マッピングとして可視化する手法を開発し支援ツールとして実

装する．平成 22年度は，コミュニケーション遅延の軽減・解消支援のための以下の要素技術の開発と評価を行った． 
(1) コミュニケーション遅延検出のための分析手法の開発と評価：オープンソース開発者の地理的分布（タイムゾー

ン）を特定し，任意のタイムゾーン間のコミュニケーション遅延を最小化する最適なタイミングを求める手法を

開発し，その有用性を評価した． 
(2) タイムリーな議論が可能な開発者の推定手法の開発と評価：OSS開発で一般に利用されるML，構成管理・不具

合管理ツールの利用履歴，特に時間情報を用いて，ある開発者が時刻 t において自身のタスクに関する議論を行
う際に，そのタスクに関連する開発者を最もコミュニケーション遅延が小さくなるように順位付けを行い推定す

る手法を開発し，その有用性を評価した． 
(3) 関連する開発者を地理的にマッピングする可視化手法の開発と評価：開発者が従事するタスクと関連する開発者

との関係が理解できるよう地理的にマッピングし可視化する手法を開発し，その有用性を評価した．	
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